
山
中
麗
子
会

長
が
母
上
の
介

護
の
た
め
に
帰

郷
中
に
つ
き
、

名
誉
会
長
の
松

尾
が
会
長
代
理
を
務
め
て
い
ま
す
。

今
春
卒
業
し
て
関
東
に
来
た
天
高
生

は
76
回
生
。
私
は
16
回
生
。
丁
度
60

年
。
60
年
前
に
は
、
関
東
に
同
窓
会

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
会
長
に
就
任
し
た
の
が
２
０
１

２
年
。
そ
の
年
の
役
員
会
に
お
い
て
、

天
高
を
卒
業
し
て
関
東
へ
来
た
大
学
生

な
ど
を
「
金
の
卵
」
と
し
て
大
事
に
育

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
ず
歓
迎
会

を
開
催
し
よ
う
と
な
り
、
２
０
１
３
年

6
月
新
卒
者
歓
迎
会
を
開
催
。
第
1

回
新
卒
者
歓
迎
会
は
65
回
生
で
し
た
。

新
卒
者
歓
迎
会
に
参
加
し
た
在
学
生

は
、
大
学
が
別
々
な
の
で
会
う
機
会
も

な
い
、
歓
迎
会
の
お
陰
で
同
期
生
に
会

え
た
。
天
草
を
出
て
か
ら
、
こ
の
時
初

め
て
天
草
弁
で
喋
れ
た
。
や
は
り
天
草

弁
は
い
い
な
と
皆
申
し
て
い
ま
し
た
。

新
卒
者
歓
迎
会
を
や
る
な
ら
、
大
学

卒
業
祝
も
と
な
り
、
卒
業
祝
も
毎
年

2
月
に
開
催
。
大
学
4
年
間
の
成
長

振
り
に
は
に
は
毎
回
目
を
見
張
り
ま
す
。

歓
送
迎
会
以
外
に
、
10
月
に
総
会
・

友
好
の
集
い
を
、
3
月
に
観
桜
会
を

開
催
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
、
在
学
生
は

交
通
費
込
み
の
無
料
招
待
で
す
。

東
京
に
は
、
東
京
天
草
育
英
会
が
あ

り
、
毎
年
６
名
程
度
の
大
学
生
に
給
付

型
奨
学
金
を
支
給
。
そ
の
大
半
は
当
会

会
員
か
ら
の
寄
附
金
。
ご
利
用
下
さ
い
。

２
０
１
２
年
か
ら
の
新
卒
の
入
会
者

数
は
、
合
計
１
１
４
名
、
年
平
均
９
名

の
新
卒
者
の
入
会
。
今
年
は
３
名
。

２
０
１
９
年
以
前
は
、
図
南
会
及
び

天
高
事
務
局
か
ら
新
卒
者
名
簿
の
入
手

は
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
個
人
情

報
保
護
法
の
遵
守
が
一
層
厳
し
く
な
り
、

天
草
か
ら
入
手
す
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
に
な
り
ま
す
。

天
高
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
さ
れ
て
関

東
へ
お
出
で
に
な
る
時
は
、
是
非
事
務

局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

天
草
高
校
関

東
図
南
会
「
関

東
あ
ま
た
か
会
」

の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
本
校
の
教
育
活

動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
四
月
よ
り
天
草
高
校
校

長
を
拝
命
し
ま
し
た
岩
嵜
毅
と
申
し
ま

す
。
着
任
後
の
近
況
報
告
を
少
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

着
任
後
ま
も
な
く
、
一
年
主
任
か
ら

新
入
生
へ
の
講
話
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
天
高
Ｏ
Ｂ
の
校
長
と
し
て
、
新
入

生
に
何
を
話
す
べ
き
か
を
一
晩
思
案
し
、

私
は
、
四
つ
の
こ
と
を
話
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。

一
つ
め
は
、
天
高
の
沿
革
。
二
つ
目

は
、
三
綱
領
「
正
大
」
「
剛
健
」
「
寛

厚
」
の
意
味
。
三
つ
め
は
校
歌
。
作
曲

が
犬
童
球
渓
に
よ
る
こ
と
、
七
五
調
の

優
雅
な
調
子
で
あ
る
こ
と
、
「
飛
翔
を

習
ふ
雛
鵬
」
か
ら
「
図
南
」
の
翼
の
話

を
し
、
四
番
の
歌
詞
の
深
さ
ま
で
。

そ
し
て
、
四
つ
め
は
山
並
兼
武
先
生

に
つ
い
て
。

私
は
、
最
後
の
山
並
先
生
に
つ
い
て

新
入
生
に
話
を
す
る
に
あ
た
り
、
退
職

さ
れ
た
上
妻
利
博
先
生
か
ら
頂
戴
し
た

著
書｢

一
万
日
の
男
～
山
並
兼
武
の
紹

介
～｣

の
内
容
と
先
輩
方
か
ら
伺
っ
た

逸
話
を
も
と
に
、
山
並
先
生
が
い
か
に

優
れ
た
体
育
の
指
導
者
で
あ
り
競
技
者

で
あ
っ
た
か
、
天
草
高
校
開
校
以
来
定

年
を
迎
え
ら
れ
る
日
ま
で
、
雨
の
日
も

雪
の
日
も
、
休
み
の
日
も
、
一
日
も
欠

か
さ
ず
早
朝
出
勤
し
、
朝
掃
除
を
続
け

ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
す
る
つ
も
り

で
し
た
。
そ
の
上
で
、
「
山
並
精
神
」

や
「
人
前
で
輝
く
宝
石
よ
り
も
人
知
れ

ず
輝
く
星
と
な
れ
」
と
い
う
本
校
に
伝

わ
る
先
生
の
言
葉
に
つ
い
て
触
れ
よ
う

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
山
並
先
生
の
話
を
す
る

と
い
う
と
き
、
私
は
、
ま
ず
現
在
も
体

育
館
横
に
並
べ
て
あ
る
「
山
並
鍬
」
を

生
徒
た
ち
の
前
に
掲
げ
、
「
こ
の
鍬
を

見
た
こ
と
が
あ
る
人
は
い
ま
す
か
？
」

と
問
い
ま
し
た
。
正
直
「
山
並
鍬
」
を

知
る
生
徒
は
も
う
少
な
か
ろ
う
と
い
う

予
断
が
私
に
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

予
想
に
反
し
生
徒
た
ち
の
過
半
数
が
挙

手
を
し
た
の
で
す
。

そ
の
と
き
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
新
入
生
た
ち

の
小
・
中
学
校
で
「
山
並
鍬
」
が
今
も

使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、

天
高
で
薫
陶
を
受
け
た
卒
業
生
た
ち
が
、

教
師
と
な
り
、
校
内
美
化
を
大
切
に
す

る
こ
と
や
「
山
並
精
神
」
が
継
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
証
だ
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。私

は
、
そ
の
後
、
自
分
の
知
る
山
並

先
生
の
人
柄
や
功
績
に
つ
い
て
話
を
し
、

そ
の
継
承
こ
そ
天
草
高
校
が
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
だ
と
伝
え
ま
し
た
。

い
ま
、
私
は
、
母
校
の
校
長
と
し
て

あ
る
こ
と
の
幸
せ
を
噛
み
し
め
な
が
ら

過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
母
校
の

校
長
で
あ
る
が
故
の
責
任
の
大
き
さ
も

感
じ
る
日
々
で
も
あ
り
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
身
を
粉
に

し
て
努
め
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
支
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

拙
い
文
章
で
汗
顔
の
極
み
で
は
あ
り
ま

す
が
、
近
況
の
ご
報
告
を
も
っ
て
、
着

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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故
郷
の
熊
本

を
出
て
半
世
紀

余
り
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
大

半
を
霊
峰
富
士

を
仰
ぎ
見
な
が
ら
こ
こ
静
岡
の
地
で
過
ご

し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
先
祖
が
眠

る
山
鹿
市
の
菩
提
寺
に
は
幾
度
か
参
り
に

行
き
ま
し
た
が
、
多
感
な
中
高
生
時
代
を

送
っ
た
天
草
に
は
つ
い
ぞ
足
を
伸
ば
す
こ

と
な
く
今
日
に
至
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
同
窓
会
報
『
関
東
あ
ま
た
か
』

へ
の
寄
稿
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
、
久
々
に

天
高
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
引
っ
張
り
出

し
回
顧
の
念
に
浸
っ
て
ま
す
が
、
共
に
学

び
（
コ
レ
ほ
と
ん
ど
な
し
）
、
と
も
に
遊

ん
だ
（
ほ
と
ん
ど
コ
レ
）
学
友
の
中
に
は

既
に
黄
泉
の
客
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
も

あ
り
、
年
月
の
流
れ
の
速
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

私
は
35
年
間
の
民
間
企
業
勤
め
の
後
、

折
角
学
生
時
代
に
取
得
し
た
教
職
免
許
な

の
で
一
度
は
教
壇
に
立
っ
て
み
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
縁
あ
っ
て
県
内
島
田
市
の
私

立
高
校
で
教
鞭
を
執
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
ん
の
2
～
3
年
間
の
心
算
で
し

た
が
、
そ
の
10
倍
の
20
年
間
の
教
師
稼

業
に
な
っ
て
し
ま
い
、
離
任
式
で
大
き
な

花
束
を
頂
戴
し
た
の
は
喜
寿
の
年
で
し
た
。

こ
の
20
年
に
及
ぶ
若
者
と
の
触
れ
合
い

で
生
徒
諸
君
か
ら
吸
収
さ
せ
て
頂
い
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
、

今
日
を
生
き

る
私
の
生
命

の
支
え
に
な
っ

て
い
る
も
の

と
感
謝
の
念

一
入
で
す
。

今
年
の

3
月
米
寿
を
迎
え
た
私
で
す
が
、
こ
こ

数
年
や
は
り
人
並
み
に
気
力
体
力
の
衰
退

を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
思
い
知
ら
さ
れ
、
現
在
規

則
正
し
い
“
百
薬
の
長
”
の
服
用
と
、
ヨ

タ
ツ
キ
な
が
ら
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
、

年
齢
相
応
の
健
康
を
維
持
す
べ
く
ひ
た
す

ら
精
進
の
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
私
と
遠
く
離
れ
た
母
校
を

繋
ぐ
「
関
東
あ
ま
た
か
会
」
の
弥
栄
と
、

同
窓
会
諸
兄
・
諸
姉
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ

好
き
な
ゴ
ル
フ

の
回
数
が
め
っ

き
り
減
っ
た
。

80
歳
代
半
ば

の
会
社
仲
間
が
集
ま
り
、
今
で
も
春
秋
２

回
の
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
な
か
に

は
腰
痛
な
ど
の
持
病
を
抱
え
る
者
も
い
て
、

幹
事
さ
ん
、
人
集
め
に
も
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

今
の
私
に
は
年
5
回
の
ゴ
ル
フ
が
精

一
杯
で
、
18
ホ
ー
ル
の
完
走
も
覚
束
な

い
有
り
様
で
す
。
ス
コ
ア
の
方
も
乱
調
続

き
で
、
悪
い
流
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
今
も

グ
ロ
ス
90
が
、
ご
く
日
常
的
な
目
標
値

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
て
易
く
は
な

い
。
成
績
不
振
の
原
因
と
し
て
は
で
す
が
、

技
量
の
問
題
は
さ
て
置
き
、
加
齢
に
伴
う

運
動
不
足
と
筋
力
の
衰
え
が
大
き
い
よ
う

だ
。私

が
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
の
は
30
歳
代

半
ば
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
つ
い
最

近
ま
で
、
ス
コ
ア
カ
ー
ド
は
我
が
家
の
宝

物
と
し
て
大
事
に
保
管
し
て
あ
っ
た
が
、

思
い
切
っ
て
処
分
し
た
。
往
年
の
ス
コ
ア

カ
ー
ド
と
較
べ
る
と
全
く
違
う
世
界
が
見

え
て
き
て
、
懐
か
し
さ
も
あ
り
、
結
構
楽

し
い
。
こ
れ
も
卒
業
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

ゴ
ル
フ
ァ
ー

の
夢
で
あ
る

エ
イ
ジ
シ
ュ
ー

ト
に
触
れ
て

み
た
い
。
皆

様
の
中
に
は

も
、
あ
る
い

は
、
こ
れ
を

見
事
に
達
成

さ
れ
、
美
酒

に
酔
わ
れ
た

経
験
を
お
持

ち
の
方
が
、

お
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
ま
せ
ん
が
、
私

に
と
っ
て
も
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
は
大
き
な

壁
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
可
能
性
を
信
じ
て

挑
戦
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

皆
様
に
と
っ
て
、
ゴ
ル
フ
の
夢
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

も
う
す
ぐ
長

寿
を
祝
う
傘
寿

の
歳
に
成
る
が
、

現
実
は
フ
レ
イ

ル
を
強
く
意
識

す
る
年
齢
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
小
江

戸
と
呼
ば
れ
る
川
越
市
に
住
ん
で
い
居
て
、

認
知
症
予
防
の
一
環
と
し
て
催
さ
れ
る
生

涯
学
習
等
に
足
を
運
び
、
ボ
ケ
防
止
に
懸

命
で
あ
る
。
生
涯
学
習
で
は
、
区
切
り
に

学
習
成
果
発
表
会
を
行
っ
て
お
り
、
今
回

役
立
っ
た
の
は
「
関
東
あ
ま
た
か
会
会
報

46
号
」
の
現
役
高
校
生
の
世
界
大
会
出

場
報
告
記
事
で
あ
っ
た
。
発
表
す
る
時
は
、

「
ス
ラ
イ
ド
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る
こ
と
」

「
研
究
目
的
や
背
景
を
し
っ
か
り
伝
え
る
」

「
こ
の
研
究
で
何
を
明
ら
か
に
し
た
い
の

か
」
の
項
で
あ
っ
た
。
後
輩
有
難
う
で
あ

る
。あ

ま
た
か
会
と
十
六
夜
会
に
参
加
す
る

切
っ
掛
け
に
な
っ
た
の
は
、
小
学
校
か
ら

一
緒
だ
っ
た
故
大
堂
志
郎
君
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ド

ミ
ニ
カ
に
渡
り
、
胡
椒
の
栽
培
方
法
を
指

導
中
、
１
９
９
１
年
3
月
強
盗
に
襲
わ

れ
、
殉
死
し
て
帰
っ
て
来
た
後
に
執
り
行

わ
れ
た
告
別
式
に
、
多
く
の
16
回
生
が

参
列
し
て
く
れ
た
事
が
起
点
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
親
友
の
死
を
悼
む
同
級

生
の
純
心
さ
に
心
を
打
た
れ
、
再
び
郷
土

愛
が
蘇
っ
た
。
同
時
に
十
六
夜
会
会
長
の

松
尾
和
幸
君
が
あ
ま
た
か
会
の
会
長
に
な
っ

た
こ
と
で
、
学
年
幹
事
に
な
り
今
日
に
至
っ

て
い
る
次
第
で
あ
る
。
最
後
に
趣
味
に
関

し
て
一
言
。
仕
事
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
登

山
を
続
け
て
来
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
近

隣
の
散
歩
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

百
名

山
の
半
分
以
上
を
一
緒
に
登
っ
た
靴
が
、

ま
だ
玄
関
先
に
置
い
て
あ
る
。
多
分
も
う

足
を
入
れ
る
事
は
無
い
と
思
う
と
寂
し
い
。

今
後
は
傘
寿
が
人
生
１
０
０
年
時
代
の
通

過
点
で
あ
っ
た
と
思
え
る
生
き
方
を
目
指

し
た
い
。
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卒
寿
に
寄
せ
て

小
島

庄
太
郎(

高
６
）

米
寿
を
迎
え
て

黄
昏
と
き
の
マ
イ
ゴ
ル
フ

鶴
田

博(

高
８
）

傘
寿
を
迎
え
て

振
り
返
っ
て
の
気
持
ち

松
岡

敏
治(

高
16
）

ドミニカ共和国は、このようにのど

かなリゾート地なのに、強盗に遭遇



喜
寿
を
迎
え
、

天
草
時
代
を
振

り
返
っ
て
み
た

い
。私

の
ス
タ
ー

ト
は
新
和
町
小
宮
地
。
父
の
実
家
。
こ
こ

で
同
居
の
叔
父
（
父
の
次
弟
）
に
良
く
遊

ん
で
貰
い
、
近
く
の
流
合
川
の
諏
訪
橋
の

下
の
深
み
に
投
げ
込
ま
れ
水
泳
を
覚
え
ま

し
た
。
叔
父
は
天
中
、
天
高
で
二
度
退
学
、

相
当
な
問
題
児
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
単
身
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
。
「
大
金
持

ち
に
な
っ
て
呼
ん
で
や
る
」
と
豪
語
す
る

も
、
数
年
後
、
外
務
省
よ
り
死
亡
の
連
絡

有
り
。
遺
品
は
拳
銃
一
丁
（
勿
論
没
収
）
、

反
政
府
組
織
で
活
動
し
て
た
と
の
事
。
因

み
に
祖
母
は
本
渡
高
女
速
成
科
（
大
３
卒
）
、

父
は
天
中
21
（
昭
12
卒
）
。
そ
の
後
母

方
の
祖
父
の
家
（
下
浦
）
に
引
越
。
こ
こ

で
二
度
の
大
怪
我
。
囲
炉
裏
端
で
栗
の
実

が
破
裂
、
灰
を
被
り
失
明
の
危
険
。
次
に

海
岸
側
の
小
島
に
架
か
る
一
本
橋
か
ら
落

下
。
干
潮
の
為
下
は
カ
キ
殻
、
ガ
ラ
ス
破

片
等
の
捨
場
。
全
身
血
だ
ら
け
。
運
良
く

大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

次
は
本
渡
（
本
泉
）
に
引
越
。
夏
は
広

瀬
川
の
水
の
平
橋
の
下
で
毎
日
水
遊
び
。

当
時
の
水
着
は
黒
の
三
角
兵
児
（
へ
こ
）
。

夏
の
終
わ
り
に
は
、
日
に
焼
け
、
茶
色
に

変
色
、
布
も
ボ
ロ
ボ
ロ
。
南
小
に
入
学
す

る
前
、
浄
南

に
引
越
。
近

く
の
ア
カ
バ

ナ
海
岸
で
は
、

海
水
浴
、
釣

り
、
貝
掘
り
、

ワ
タ
リ
ガ
ニ

捕
り
。
前
の

道
路
で
は
乗
合
馬
車
の
後
に
飛
び
乗
り
、

御
者
に
気
付
か
れ
ず
ど
こ
ま
で
い
け
る
か

と
か
。
又
々
引
越
。
溝
端
で
す
。
最
も
楽

し
い
期
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
家
の
前
の

町
山
口
川
で
の
、
水
泳
、
釣
り
、
鰻
捕
り

（
筒
）
、
螢
の
大
群
。
染
岳
周
辺
で
は
、

山
ぶ
ど
う
、
山
栗
、
山
も
も
、
椎
の
実
、

野
い
ち
ご
を
穫
っ
た
り
、
目
白
を
捕
っ
た

り
。
観
岳
園
で
は
、
三
角
ベ
ー
ス
、
駒
当

て
、
ぺ
っ
た
、
泥
棒
巡
査
等
々
、
一
日
中

遊
び
回
っ
て
ま
し
た
。
そ
の
後
も
上
川
原
、

南
町
と
引
越
。
高
卒
後
も
熊
本
、
東
京
、

大
阪
、
福
岡
、
長
崎
、
仏
国
、
神
奈
川
で

計
20
回
引
越
。

合
計
で
26
回

引
越
し
。
結

構
な
引
越
人

生
で
し
た
。

さ
て
、
次
は
？

私
は
、
古

希
に
な
る
現

在
で
も
昭
和

時
代
の
プ
ロ
レ

ス
が
大
好
き
で

す
。
今
回
は
フ
ァ

ン
歴
で
一
番
の

思
い
出
を
紹
介

し
ま
す
。
大
学
生
の
夏
に
１
ケ
月
間
の
ア

メ
リ
カ
一
人
旅
を
し
ま
し
た
。
プ
ロ
レ
ス

の
本
場
ア
メ
リ
カ
で
「
マ
デ
ィ
ソ
ン
・
ス

ク
エ
ア
・
ガ
︱
デ
ン
（
Ｍ
Ｓ
Ｇ
）
な
ど
プ

ロ
レ
ス
開
催
の
有
名
会
場
の
撮
影
」
と

「
試
合
観
戦
」
が
目
的
で
し
た
。
昭
和

50
年
代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
十
分

発
達
し
て
な
く
て
、
プ
ロ
レ
ス
雑
誌
に
は

ア
メ
リ
カ
の
情
報
は
少
な
く
、
遅
れ
て
掲

載
さ
れ
る
時
代
で
し
た
。
是
非
自
分
の
目

で
本
場
の
プ
ロ
レ
ス
を
確
か
め
た
か
っ
た

の
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
昔
か
ら
プ
ロ

レ
ス
黄
金
地
帯
で
、
Ｍ
Ｓ
Ｇ
で
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
出
場
は
一
流
の
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

の
証
で
し
た
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
さ
ん

は
、
１
９
６
４
年
に
は
既
に
Ｍ
Ｓ
Ｇ
で
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
出
場
し
、
世
界
タ
イ
ト

ル
に
挑
戦
し
た
ト
ッ
プ
レ
ス
ラ
ー
で
し
た
。

こ
れ
は
力
道
山
も
成
し
え
な
か
っ
た
快
挙

で
す
。
そ
の
Ｍ
Ｓ
Ｇ
を
撮
影
し
試
合
を
観

戦
出
来
た
事
は
、
フ
ァ
ン
冥
利
に
尽
き
ま

す
。
自
由
の
女
神
で
は
、
王
冠
部
分
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
景
色
を
一
望
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
シ
カ
ゴ
・

ア
ト
ラ
ン
タ
・
マ
イ
ア
ミ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
な
ど
プ
ロ
レ
ス
有
名
会
場
を
撮
影
し
ま

し
た
。
ロ
ス
で
は
フ
ァ
ン
と
日
米
の
雑
誌

交
換
を
し
ま
し
た
。
帰
国
後
、
プ
ロ
レ
ス

雑
誌
発
行
の
ベ
ー
ス
ボ－

ル
社
を
訪
ね
編

集
長
に
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
レ
ス
旅
を
熱
く

語
り
写
真
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
版
権
を
譲
っ

て
欲
し
い
と
言
わ
れ
ネ
ガ
を
渡
し
ま
し
た
。

暫
く
し
て
プ
ロ
レ
ス
雑
誌
に
写
真
が
掲
載

さ
れ
、
そ
の
雑
誌
は
今
で
も
宝
物
で
す
。

数
年
前
に
行
っ
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場

展
で
は
、
奥
様
と
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
や
馬
場

さ
ん
が
描
い
た
油
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
馬
場
さ
ん
は
、
２
０
９
cm
・

１
４
５
kg
の
大
き
な
体
で
ド
ロ
ッ
プ
キ
ッ

ク
（
飛
び
蹴
り
）
が
出
来
る
一
方
、
卓
球

も
上
手
か
っ
た
そ
う
で
す
。
馬
場
さ
ん
は

今
で
も
私
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
す
。

新
た
な
趣
味
で
は
マ
ジ
ッ
ク
も
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
趣
味
を
広
げ
、
楽
し

く
健
康
第
一
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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古
希
と
趣
味

山
下

勝
範(

高
26
）

喜
寿
を
迎
え
て

私
の
引
っ
越
し
人
生

佐
藤

純
（
高
19
）

オープン選手権（1975年）のパンフレット（左）

と、その時の入場券（右）
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天高時代のあれこれ

序論：出身下浦。ここの同期女生
徒私一人。通学：雨の日風の日い
つも自転車。自転車小屋での登校
時間、下島の友達もぞくぞく到着。
「おはよう！」雨の日は皆ビショ
濡れ。授業：解析は難しい。わか
んなーい。女生徒3人で。国語も英
語も理科も難しく、できると楽し
い。クラブ活動：音楽部は岩崎直
道先生。ボニー・ジャックスの玉

田元康さんの妹（ミコちゃん）のピアノで沢山歌う。長
崎ＮＨＫ合唱団、オペラの道に続く。英語・音楽：後の
人生、両方に関係する進学、仕事に付くとは、誰ぞ知る
や。放課後の楽しみ：友人と「天劇」に東映映画を観に
行った。上京後、就職したのが東映だったとは！恒例天
高マラソン：走るのは苦手。苦しかったが完走した。い
い思い出です。売店：休み時間に売店が人気。特に男生
徒がお腹空かしコッペパンが売り切れ。運動会：3年クラ
ス対抗仮装行列・・・タイトル「人間の一生」。出演男
生徒、その他女生徒。私は洋装花嫁のメイク担当。とて
も美人に出来上がり好評。哺乳瓶持った乳母車の赤ちゃ
んも可愛い。結論：天草高校、恩師、友人達へ・・・素
敵な青春時代をありがとうございました。

私の通学路は、天草の歴史

天高卒業からおよそ50年、高校
時代の思い出は？と聞かれても学
業や部活の思い出がない。しいて
思い出せば約3kmの徒歩通学の途中
にあった寺のこと。箱の水の自宅
からしばらく歩き、明徳寺の急坂
の石段（約70段）を駆け上り、キ
リシタン館の手前で右に曲がり墓
地の脇から木山弾正の墓の近くの
道を通り、別の墓地の間の小径を

駆け降りると天草高校の裏に出た。当時は気にしたこと
はなかったが、明徳寺の歴史が天草の歴史そのものだと
いうことを天草を離れ知った。司馬遼太郎「街道をゆく
島原・天草の諸島」に、天草・島原の乱（1638年）の後、
キリシタン農民が全滅したとはいえ信仰が地下に潜って
いつ可燃するかわからないという幕府の懸念を払拭する
ため鈴木代官が僧侶を島外から呼んで建立、石段にはと
ころどころに「十」の十字架を刻み、自然に十字架を踏
みつつ寺にたどりつくしかけをしている。山門には耶蘇
の邪宗を破るという意味の額（「山陽向」）を掲げ、キ
リシタン禁制時代の凄味がある寺とある。何も知らず通
学路としていた。無知を恥じる思い出です。 

庭球

天草町大江出身。当時、本渡ま
ではバスにゆられて２時間余り。
入試は苓洲館に前泊して挑みまし
た。庭球部へ入り、中学時に郡市
大会で試合をした憧れの天高コー
トに立つことができました。千人
塚の坂の往復ランニング等のきつ
い練習も今では懐かしい思い出で
す。２年時八代東から松村宗義君
が転向し入部。八代東は県内のス

ポーツ強豪校。彼が左利きで打ち出すサーブは強烈で、
ラケットに当てるのがやっとでした。アドバイスを沢山
もらい充実した練習となりました。女子部員も多く練習
は和やか。３年間頑張りましたが特筆する戦果はありま
せんでした。学生時代・社会人を通してスポーツをプレ
イして楽しむ事はなかったのですが、定年後に庭球に再
挑戦しました。ラケットを軟式から硬式に握り換え、テ
ニススクールで３ヶ月特訓。スムーズに身体とラケット
が動いたのにはわれながら驚きました。天高庭球の経験
値が甦った実感を得ました。庭球の仲間も増え、練習試
合で左利きサーブを受ける時、高校時代の仲間の顔が脳
裏をよぎります。今は80歳直前。こうして「庭球」を楽
しめることに感謝しています。

藤枝 純子
(高９）

園田 秋光
(高27）

平石 水利
(高16）
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「伝説」を目の前にして

2018年４月、天草高校に入学し
た直後のテストで、私は学年１位
でした。先生方にも「素晴らしい。
東大進学とか考えてみない？」と
いう声をかけていただき、優越感
に浸ってのびのびと生活していま
した。そんな調子で迎えた7月模試。
私は学年２位でした。浅はかでし
た。１位は中学時代からよく知っ
たＭ君。それ以降、Ｍ君は全ての
模試で１位を取りました。私はずっ

と２番でした。そこには圧倒的な差がありました。Ｍ君
は先生たちに東大進学を勧められていました。そう、ま
さに入学直後の自分の立場を奪われたようで、しかし、
不思議と悔しくはありませんでした。むしろ、彼のよう
になりたいという憧れから、私はさらに勉強に励みまし
た。結局、彼は現役で東大に進学し、天高の伝説となり
ました。私は彼に追いつくことはできませんでした。し
かし、彼を目指して勉強し続けたことで力がつき、私は
慶應義塾大学に合格しました。彼がいなければ、私は慢
心を抱えたまま、勉強の手を抜いていたことでしょう。
今の私があるのは、Ｍ君と天草高校のおかげです。

朝から晩まで

天高時代を振り返ってみると、
ここには書ききれないほどたくさ
んの思い出があるが、ふと、当時
は一日のうち、かなりの時間を天
高で過ごしていたことに気がつい
た。それもそのはず、朝課外から
始まり、１、２年生の頃は部活が
終わるまで、引退してからは夕課
外が終わるまでみっちり学校にい
たのである。中でも印象深い思い

出で、高校３年生の受験間近の時期に、先生のご厚意で
友人数人と朝課外が始まるよりも30分～１時間前に登校
させていただいたことがあった（さすがに朝早すぎて長
続きはしなかったが…苦笑）。自然豊かな天草の地で朝
から晩まで勉強と部活に打ち込み、３年間天高で濃密な
時間を過ごすことができたのは、今の自分の根幹をなす
貴重な経験だったと感じる。ちなみに、朝課外の文化は
九州特有の文化だったらしく、先生と生徒の負担軽減の
観点から2023年の４月から全面廃止になったらしい。今
の天高の朝がどうなっているかは存じ上げないが、新し
い環境で在校生や未来の生徒たちがどのような天高時代
を送るのか、将来話を聞くのが今から楽しみに思う。

あの時の情景

ついこの間大学に入学したばか
りと思いきや、いつの間にか3年
生になり就活する年になってしまっ
た。東京での暮らしは学業、バイ
ト、遊びと忙しく、とても色濃い
もので、自分の"天高時代"は色褪
せてしまったように思っていた。
しかし、そんな記憶の中、唯一印
象に残っているのが弓道場から見
た景色だ。私は当時弓道部に所属

しており、夕方になると射場から見える空が山際からだ
んだん赤く染まり、美しい景色になっていった。寒い季
節の中、床の冷たさが足に伝わり、凍えながらも私はそ
の景色に見とれていた。そして日が完全に沈み的場の灯
りだけとなると、射場から放たれる矢が的に中り、「よ
しっ！」という部員達の声が真っ暗な中響きわたる。今
思うと、そういった情景が天高で一番"青春"と感じる時
だったのかもしれない。今現在、デザインを学びつつ将
来への不安がある中、今回の寄稿の依頼を受けて、思い
出の中の色、空気、香りといったものは、一瞬忘れてい
たとしても、どこか頭の片隅に蓄積されていくものだと
感じた。それを忘れず、これからも様々な経験をして感
性が研ぎ澄まされていけば良いと思う。

野下 創史
(高66）

井添 智子
(高74）

田中 大洋
(高73）



凄
い
！
80
歳

に
な
る
。
傘
寿

の
祝
い
に
浴
す

る
こ
と
に
な
っ

た
。
日
本
人
の

平
均
寿
命
（
男
81
歳
、
女
87
歳
）
の
一

歩
手
前
で
あ
る
が
、
よ
く
ぞ
生
き
て
来
た

も
の
と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
め
で
た

い
。
今
は
後
期
高
齢
者
、
そ
の
後
は
晩
期

高
齢
者
で
、
や
が
て
は
末
期
高
齢
者
と
な

る
。自

分
が
老
い
た
と
実
感
し
て
い
る
。
病

歴
も
あ
り
、
両
膝
は
人
工
関
節
で
あ
る
。

高
齢
者
と
し
て
人
並
み
以
上
に
体
は
”
破

損
”
し
て
い
る
。
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な
い
。

階
段
を
下
り
る
時
は
一
歩
ず
つ
決
意
し
て

踏
み
出
す
。
わ
ず
か
な
起
伏
に
躓
き
か
ね

な
い
。
万
事
ゆ
っ
く
り
、
万
事
慎
重
で
あ

る
。
愚
図
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
中
で
「
生
き
て
い
る
う
ち
、
動
け

る
う
ち
」
は
前
向
き
な
生
活
を
見
失
わ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
ス
マ
ホ
で
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
も
一
応
慣
れ
た
が
、
ア
プ
リ
の
類

は
最
小
限
に
抑
え
て
い
る
。
知
的
能
力
の

低
下
の
せ
い
か
新
し
い
用
法
を
身
に
つ
け

る
の
が
面
倒
く
さ
い
。

１
０
０
歳
以
上
の
人
口
が
２
０
２
３
年

の
時
点
で
９
万
人
を
超
え
た
（
男
１
０
、

５
５
０
人
、
11
％
、
女
８
１
、
５
８
９

人
、
89
％
）
。
私
が
高
校
卒
業
の
昭
和

38
年
時
点
で
は
、
わ
ず
か
１
５
３
人
で

あ
っ
た
。
単
純
に
計
算
す
る
と
、
60
年

間
で
６
０
２
倍
に
増
え
た
こ
と
に
な
る
。

私
は
と
て
も
１
０
０
歳
ま
で
は
生
き
る

と
は
思
え
な
い
が
、
体
調
は
そ
れ
ほ
ど
悪

く
な
い
。
自
分
の
身
の
回
り
こ
と
は
何
と

か
自
分
で
や
れ
る
。
記
憶
力
が
衰
え
た
と

は
思
え
な
い
。
10
月
に
は
運
転
免
許
証

の
更
新
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
転
ば

ぬ
よ
う
に
杖
を
使
っ
て
い
る
。
妻
は
「
年

寄
り
く
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
私
は

「
も
う
立
派
な
年
寄
り
だ
」
と
威
張
っ
て

い
る
。

「
生
」
あ
る
も
の
は
必
ず
「
死
」
を
迎

え
る
の
が
運
命
だ
と
考
え
て
い
る
。
年
齢

を
重
ね
「
死
」
を
受
け
入
れ
る
覚
悟
も
し

て
い
る
が
、
も
う
少
し
長
生
き
し
た
い
。

も
っ
と
も
著
名
人
の
死
亡
記
事
で
は
真
っ

先
に
年
齢
に
目
を
走
ら
せ
る
。
潜
在
的
に

気
に
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

過
ぎ
去
っ
て
い
く
日
々
の
中
で
、
い
ろ

い
ろ
の
方
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
別
れ

が
あ
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
。

人
生
、
ひ
と
と
き
、
ひ
と
と
き
を
大
切
に

し
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

「
歳
を
と
る
の
も
悪
く
な
い
」
と
言
え
る

よ
う
な
、
い
い
歳
の
取
り
方
を
し
た
い
も

の
だ
。
そ
し
て
関
東
あ
ま
た
か
会
の
絆
も

大
切
に
し
て
「
今
を
生
き
る
」
に
邁
進
し

た
い
と
思
う
。

令
和
６
年
４
月
22
日
「
天
高
昭
和
38

年
卒
業
生
傘
寿
同
窓
会
」
が
天
草
サ
ン
タ

カ
ミ
ン
グ
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
か
ら
76
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
う

ち
関
東
あ
ま
た
か
会
か
ら
は
10
名
の
参

加
で
し
た
。
15
回
生
と
し
て
、
３
７
９

名
（
男
子
２
１
２
名
、
女
子
１
６
７
名
）

が
61
年
前
に
卒
業
し
ま
し
た
。
（
令
和

６
年
は
男
女
１
９
４
名
卒
業
。
）
物
故
者

が
67
名
と
な
っ
て
お
り
、
参
加
者
全
員

に
よ
る
「
黙
祷
」
を
捧
げ
ま
し
た
。

同
窓
会
は
こ
れ
ま
で
昭
和
58
年
熊
本

会
場
を
皮
切
り
に
、
会
場
を
変
え
て
天
草
、

熱
海
、
天
草
、
阿
蘇
、
京
都
、
天
草
、
東

京
、
熊
本
、
天
草
、
熊
本
空
港
ホ
テ
ル
と

11
回
が
開
催
さ
れ
、
ほ
ぼ
３
年
ご
と
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
途
絶
え
て
い

ま
し
た
。
今
回
は
80
歳
に
因
ん
で
「
傘

寿
同
窓
会
」
と
銘
打
っ
て
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
案
内
状
に
よ
れ
ば
、
こ
の
度
の
会

を
も
っ
て
一
堂
に
会
す
る
同
窓
会
に
終
止

符
を
打
つ
と
の
こ
と
で
す
。
と
に
も
か
く

に
も
盛
況
で
し
た
。
午
後
４
時
の
受
付
か

ら
午
後
９
時
の
二
次
会
終
了
ま
で
賑
わ
い
，

談
笑
が
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
誰
し
も
が
皆
何
十
年
も
会
っ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
な
懐
か
し
さ
が
込
み
あ
げ
て

く
る
再
会
と
な
り
、
何
か
ホ
ッ
と
し
た
笑

顔
、
笑
顔
、
握
手
、
握
手
の
再
会
と
な
り

ま
し
た
。

同
窓
会
は
皆
が
主
役
。
盛
り
上
が
り
に

感
謝
し
、
幸
福
感
に
も
浸
っ
た
次
第
で
す
。

校
歌
の
斉
唱
も
あ
り
「
正
大
」
「
剛
健
」

「
寛
厚
」
の
校
訓
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

恩
師
牛
島
安

一
先
生
の
ご
参

加
を
得
て
、
総

勢
91
名
が
一

堂
に
会
し
ま
し

た
。
最
初
に
全
員
で
の
記
念
撮
影
、
生
徒

会
副
会
長
の
片
渕
美
和
子
さ
ん
が
ギ
リ
ギ

リ
で
到
着
。
会
場
を
間
違
え
た
と
の
ひ
と

言
に
全
員
爆
笑
。
本
当
に
間
に
合
っ
て
良

か
っ
た
。
若
山
茂
君
か
ら
差
し
入
れ
の
あ
っ

た
蜂
楽
饅
頭
を
い
た
だ
き
な
が
ら
開
会
を

待
ち
ま
し
た
。

準
備
が
整
い
、
総
合
司
会
は
濱
田
幸
人

君
と
岡
部
優
子
さ
ん
が
担
当
し
て
く
れ
ま

し
た
。
図
南
会
副
会
長
の
大
谷
寛
君
に
よ

る
開
会
の
言
葉
の
あ
と
、
最
初
に
物
故
者

へ
の
黙
祷
。
吉
岡
洋
輔
先
生
，
池
田
芙
美

子
先
生
、
関
東
あ
ま
た
か
会
事
務
局
を
務

め
ら
れ
た
古
閑
学
君
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

赤
城
陽
一
君
か
ら
堂
々
の
代
表
幹
事
挨

拶
が
あ
り
、
山
川
洋
一
君
が
乾
杯
の
音
頭

を
と
っ
て
い
よ
い
よ
開
宴
で
す
。
高
校

3
年
時
の
組
別
の
12
に
分
け
ら
れ
た
テ
ー

ブ
ル
で
は
懐
か
し
い
天
草
弁
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。
余
興
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
畑

田
も
も
え
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
独
奏
、
山

﨑
浩
君
、
蓑
田
誠
也
君
、
松
下
美
穂
さ
ん
、

辻
田
睦
子
さ
ん
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
が
披

露
さ
れ
、
コ
ー
ラ
ス
に
は
関
東
あ
ま
た
か

会
の
メ
ン
バ
ー
も
飛
び
入
り
で
参
加
し
ま

し
た
。
お
待
ち
か
ね
の
抽
選
会
で
は
坂
本

安
敏
君
、
堀
田
福
男
君
が
大
い
に
場
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

続
く
校
歌
斉
唱
で
は
、
辻
田
睦
子
さ
ん

の
指
揮
の
下
、
「
塵
寰
遠
く
隔
て
た
る
」

で
始
ま
る
久
々
の
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
い

上
げ
ま
し
た
。
万
歳
三
唱
で
は
山
﨑
浩
君

の
次
は
喜
寿
ま
で
、
さ
ら
に
そ
の
先
ま
で

頑
張
ろ
う
と
の
掛
け
声
に
唱
和
し
、
最
後

は
家
族
で
見
事
帰
郷
を
果
た
し
た
有
馬
浩

美
さ
ん
が
会
を
締
め
括
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

約
半
世
紀
振
り
に
再
会
を
は
た
し
た
同

期
生
も
多
く
、
ど
ち
ら
か
が
思
い
だ
せ
な

か
っ
た
り
、
思
い
出
し
て
も
話
の
糸
口
が

つ
か
め
な
い
ま
ま
で
、
せ
っ
か
く
会
え
た

の
に
完
全
燃
焼
で
き
な
か
っ
た
の
が
少
し

心
残
り
で
し
た
。
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「
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
だ
。
」

突
然
眼
下
に
広

が
る
雪
と
氷
の

島
。
２
０
２
３

年
９
月
６
日
、
Ｒ
Ｗ
Ｃ
仏
大
会
応
援
の
旅

で
今
、
機
上
に
い
る
。
シ
ベ
リ
ア
上
空
を

避
け
て
北
極
圏
回
り
と
な
る
。
到
着
し
た

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
は
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
に
接
し
、

建
物
の
レ
ン
ガ
の
色
か
ら
「
薔
薇
色
の
街
」

と
呼
ば
れ
る
。
キ
ッ
チ
ン
付
き
の
ア
パ
ル

ト
メ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
入
り
、
早
速
ハ
ム
や

野
菜
な
ど
を
買
い
、
自
炊
も
経
験
。
ク
ロ

ワ
ッ
サ
ン
が
美
味
し
い
。
中
心
の
キ
ャ
ピ

ト
ル
広
場
辺
り
を
何
度
か
行
き
来
す
る
う

ち
、
街
に
も
馴
染
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た

住
民
気
分
を
味
わ
う
。
街
の
一
般
の
人
達

は
親
切
だ
。
例
え
ば
行
き
た
い
レ
ス
ト
ラ

ン
ま
で
案
内
し
て
く
れ
た
若
い
女
性
、
切

符
の
買
い
方
を
教
え
て
く
れ
た
紳
士
、
集

合
場
所
変
更
が
解
ら
ず
途
方
に
く
れ
る
私

達
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
ご
婦
人
な
ど
。

一
方
、
駅
や
大
型
ス
ー
パ
ー
の
従
業
員
は

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
と
思
う
ほ
ど
不
親
切

で
あ
っ
た
。

３
日
目
に
現
地
集
合
、
解
散
の
ラ
グ
ビ
ー

ツ
ア
ー
に
合
流
。
第
一
戦
は
、
国
鳥
の
コ

ン
ド
ル
の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
胸
に
タ
ッ
ク
ル

や
ス
ク
ラ
ム
で
強
さ
を
見
せ
る
チ
リ
チ
ー

ム
。
応
援
も
ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
に
の
り
壮

大
な
歌
声
が
響
き
渡
る
。
日
本
の
声
は
掻

き
消
さ
れ
る
。
数
の
多
さ
か
ら
南
米
が
近

い
こ
と
を
実
感
。
先
に
ト
ラ
イ
を
挙
げ
ら

れ
、
オ
フ
ロ
ー
ド
パ
ス
も
良
く
通
り
、
勝

ち
切
る
ま
で
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
。
42
対
12

の
点
差
を
感
じ
な
い
試
合
で
あ
っ
た
。
試

合
後
、
チ
リ
は
「
W
杯
最
初
の
対
戦
相

手
と
し
て
我
々
の
歴
史
の
一
部
で
す
。
全

力
で
戦
っ
て
頂
き
有
難
う
。
」
と
日
本
チ
ー

ム
に
伝
え
た
。
正
に
ノ
ー
サ
イ
ド
精
神
の

体
現
だ
。

ツ
ア
ー
は
近
郊
の
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
生
誕

の
地
や
美
術
館
を
訪
ね
、
今
宵
の
宿
は
美

し
い
村
に
高
く
聳
え
る
13
世
紀
の
古
城
。

貴
族
気
分
に
浸
っ
た
。
そ
の
後
帰
国
す
る

仲
間
達
と
別
れ
、
地
中
海
沿
岸
を
列
車
で

ニ
ー
ス
へ
。
乗
り
換
え
の
港
町
マ
ル
セ
ー

ユ
で
、
「
母
を
訪
ね
て…
」
の
マ
ル
コ
を

思
う
。
映
画
祭
の
カ
ン
ヌ
、
銀
巴
里
の
女

王
・
瀬
間
千
恵
さ
ん
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
歌

わ
れ
る
「
想
い
出
の
サ
ン
ト
ロ
ペ
」
近
く

を
通
る
。
こ
の
旅
で
の
不
安
は
、
列
車
に

大
き
な
荷
物
を
積
み
込
む
事
。
発
車
十
分

前
ま
で
番
線
が
知
ら
さ
れ
ず
、
駅
員
は
不

親
切
で
指
定
車
両
を
見
つ
け
る
の
も
一
苦

労
。
駅
の
有
料
ト
イ
レ
で
コ
イ
ン
の
持
ち

合
わ
せ
が
な
く
慌
て
た
。
駅
ま
で
二
度
予

行
練
習
を
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
位
置
確

認
を
し
て
い
た
の
で
無
事
乗
り
込
む
こ
と

が
出
来
た
。
段
差
の
高
い
入
り
口
で
荷
物

を
引
き
揚
げ
て
く
れ
た
ム
ッ
シ
ュ
あ
り
が

と
う
。
や
れ
や
れ
。
ホ
ッ
ト
一
息
。
T

V
G
が
ニ
ー
ス
に
到
着
。
こ
こ
で
は
リ

ゾ
ー
ト
気
分
を
味
わ
い
た
い
と
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
を
持
つ
ホ
テ
ル
を
予
約
。

早
速
「
マ

ダ
ム
」
と

声
を
か
け

ら
れ
、
何

か
い
い
気

分
。
ま
る

で
美
術
館
の
中
に
居
る
様
な
宿
で
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
ベ
ッ
ド
や
衣
装
な
ど
さ
り
げ
な

く
置
い
て
あ
る
。
部
屋
の
キ
ー
カ
ー
ド
が

薄
い
木
製
で
エ
コ
へ
の
配
慮
を
感
じ
た
。

ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
の
下
で
バ
カ
ン
ス
気
分

を
味
わ
う
。
太
陽
に
輝
く
紺
碧
の
海
、
嘗

て
本
映
で
観
た
洋
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
だ
。

し
か
し
、
波
は
荒
く
石
こ
ろ
が
痛
く
水
は

冷
た
く
、
泳
ぐ
と
言
う
よ
り
浸
か
る
と
い

う
感
じ
で
あ
っ
た
。
高
浜
の
白
砂
が
懐

か
し
い
。

い
よ
い
よ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
戦
。
会
場
で

は
仏
の
小
学
生
が
日
本
語
で
「
よ
う
こ
そ
、

よ
う
こ
そ
。
」
と
大
声
で
迎
え
て
く
れ
、

練
習
を
重
ね
た
こ
と
を
思
う
と
胸
が
熱
く

な
る
。
会
場
に
は
「
修
猷
館
こ
こ
に
あ
り
。
」

の
幟
も
旗
め
く
。
同
校
出
身
選
手
が
い
て

同
じ
九
州
で
嬉
し
い
が
「
天
草
高
校
こ
こ

に
あ
り
。
」
と
世
界
の
舞
台
で
掲
げ
て
み

た
か
っ
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン

ド
は
三
位
に

な
る
だ
け
あ
っ

て
強
か
っ
た
。

朝
食
後
、
嬉

し
い
出
来
事

が
あ
っ
た
。

２
０
１
５
年

R
W
C
英
国

大
会
日
本
代
表
山
田
章
仁
さ
ん
（
小
倉
高

校
出
身
）
に
出
会
う
。
彼
が
大
学
一
年
の

頃
か
ら
日
吉
の
ラ
グ
ビ
ー
場
で
応
援
し
て

き
た
選
手
で
、
同
窓
生
の
夫
は
こ
の
機
会

に
思
い
切
っ
て
話
し
か
け
、
彼
の
プ
レ
ー

の
中
の
心
に
残
る
３
つ
の
場
面
を
伝
え
た
。

「
そ
う
い
う
事
も
あ
り
ま
し
た
ね
え
。
」

と
満
面
の
笑
み
で
答
え
て
く
れ
た
。
彼
は

今
も
九
州
の
チ
ー
ム
で
現
役
最
多
ト
ラ
イ

（
１
０
３
個
）
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。

15
日
間
の
旅
も
帰
途
に
。
往
路
北
回

り
、
復
路
南
回
り
と
ロ
シ
ア
を
迂
回
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
中
の
旅
は
何
か
複
雑
で

あ
っ
た
。
平
和
が
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願

う
。
１
年
前
か
ら
Ｒ
Ｗ
C
の
た
め
に
準

備
を
し
た
夫
の
ラ
グ
ビ
ー
熱
に
動
か
さ
れ

て
出
掛
け
た
が
、
旅
に
は
出
会
い
が
あ
り
、

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
毎
日
、
毎
日
が
新

鮮
で
生
き
て
い
る
実
感
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
一
歩
を
踏
み
出
せ
ば
開
か
れ
る
と
前
向

き
の
自
分
に
さ
せ
て
く
れ
た
旅
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
刻
々
と
過
ぎ
て
行
く
時
を
味

わ
い
乍
ら
歩
い
て
い
き
た
い
。
次
は
R

W
Ｃ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
大
会
だ
。

最
後
に
旅
の
出
発
前
日
に
声
を
聞
き
、

そ
の
３
日
後
に
逝
去
さ
れ
た
関
東
あ
ま
た

か
会
同
級
生
の
坂
本
晃
さ
ん
と
翌
月
追
う

よ
う
に
逝
か
れ
た
松
野
博
之
さ
ん
に
こ
の

旅
行
記
を
捧
げ
ま
す
。

今
頃
お
二
人
は
天
国
で
何
を
論
じ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
し
ら
。
♪
「
ラ
リ
ラ
リ
ラ

リ
ラ
・
・
」
、
共
に
口
ず
さ
ん
だ
ア
マ
リ

リ
ス
が
、
今
咲
い
て
い
ま
す
。
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ラ
グ
ビ
ー
フ
ラ
ン
ス

大
会
応
援
記

伊
東
（
定
）
伸
子
（
高
16
）



映
画
は
時
に

舞
台
と
な
っ
た

土
地
に
強
く
影

響
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
。
雄
大

な
大
地
と
厳
し
い
気
候
を
持
つ
北
海
道
で

は
、
後
悔
や
葛
藤
を
抱
え
な
が
ら
も
一
歩

一
歩
踏
み
締
め
生
き
抜
く
、
高
倉
健
さ
ん

の
よ
う
な
た
く
ま
し
い
人
間
の
姿
が
絵
に

な
る
。
湘
南
の
海
辺
で
は
、
加
山
雄
三
な

ど
各
時
代
の
ア
イ
ド
ル
達
の
青
春
模
様
が

頻
繁
に
描
か
れ
、
一
方
で
そ
の
近
く
の
鎌

倉
で
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
街
並
み
も
相

ま
っ
て
、
時
に
情
緒
的
で
時
に
神
秘
的
な
、

初
老
の
渡
哲
也
と
吉
永
小
百
合
が
20
年

越
し
の
恋
を
叶
え
る
『
時
雨
の
記
』
の
よ

う
な
、
リ
ア
ル
よ
り
も
ロ
マ
ン
が
勝
る
作

品
が
多
数
あ
る
。

さ
て
、
天
草
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
例
え

ば
２
０
２
１
年
公
開
の
映
画
『
の
さ
り
の

島
』
。
天
草
に
流
れ
着
い
た
詐
欺
師
の
男

が
銀
天
街
で
暮
ら
す
老
女
か
ら
お
金
を
騙

し
取
ろ
う
と
す
る
も
、
な
ぜ
か
孫
と
し
て

家
に
迎
え
入
れ
ら
れ
、
結
局
そ
の
ま
ま
居

着
い
て
し
ま
う
。
そ
し
て
老
女
や
町
の
若

者
た
ち
と
の
交
流
、
さ
ら
に
天
草
な
ら
で

は
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流
れ
や
空
気

に
触
れ
る
う
ち
、
男
の
心
が
変
化
し
て
ゆ

く
・
・
・
。
こ
の
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

知
っ
た
時
、
私
は
も
う
一
つ
別
の
映
画
を

思
い
出
し
た
。

今
か
ら
約
80
年
前
、
天
草
の
西
海
岸

で
撮
影
さ
れ
た
映
画
『
花
咲
く
港
』
。
戦

後
に
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
・
映
画
と
し
て
大
ヒ
ッ

ト
し
た
『
君
の
名
は
』
の
原
作
者
・
菊
田

一
夫
に
よ
る
戯
曲
を
、
後
に
『
二
十
四
の

瞳
』
『
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
』
な
ど

数
々
の
名
作
を
世
に
遺
す
こ
と
に
な
る
当

時
の
新
人
・
木
下
惠
介
が
監
督
デ
ビ
ュ
ー

作
と
し
て
手
掛
け
た
。
大
ま
か
な
ス
ト
ー

リ
ー
は
こ
う
だ
。
九
州
の
あ
る
島
に
、
そ

の
土
地
の
名
士
の
遺
児
を
名
乗
る
2
人

の
男
が
や
っ
て
き
た
。
か
つ
て
島
の
産
業

だ
っ
た
造
船
業
を
復
興
さ
せ
た
い
と
の
彼

ら
の
言
葉
に
賛
同
し
た
住
民
た
ち
は
資
金

集
め
を
始
め
る
。
だ
が
2
人
の
男
の
正

体
は
詐
欺
師
で
、
資
金
が
集
ま
っ
た
ら
持

ち
逃
げ
し
よ
う
と
企
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ

が
あ
ま
り
に
も
善
良
な
住
民
た
ち
と
日
々

を
過
ご
す
う
ち
に
男
た
ち
は
心
変
わ
り
。

遂
に
は
島
の
た
め
に
本
気
で
造
船
業
復
興

に
奔
走
し
て
し
ま
い
・
・
・
。
こ
の
2

作
品
は
設
定
や
導
入
部
分
は
似
て
い
る
よ

う
だ
が
天
草
ロ
ケ
以
外
の
繋
が
り
は
全
く

な
い
。
で
も
や
は
り
、
ど
こ
か
近
い
空
気

感
を
纏
っ
て
い
る
。

『
の
さ
り
の
島
』
の
山
本
起
也
監
督
が

た
つ
や

以
前
、
「
天
草
と
い
う
土
地
が
こ
の
映
画

を
作
ら
せ
た
」
と
い
う
話
を
さ
れ
て
い
た
。

木
下
監
督
も
同
じ
何
か
を
感
じ
て
『
花
咲

く
港
』
の
舞
台
に
天
草
を
選
ん
だ
の
だ
ろ

う
か
。
牛
深
が
舞
台
の
『
藍
よ
り
青
く
』

は
ど
う
だ
ろ
う
。
気
っ
風
の
い
い
漁
師
の

若
者
と
町
の
小
学
校
校
長
の
娘
の
恋
と
青

春
、
周
囲
の
者
た
ち
に
よ
る
ド
タ
バ
タ
喜

劇
の
要
素
も
含
め
た
人
情
物
語
。
『
の
さ

り
の
島
』
『
花
咲
く
港
』
と
は
だ
い
ぶ
毛

色
が
違
う
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
意
外
と

そ
う
で
も
な
い
。
主
人
公
と
連
む
漁
師
仲

間
の
若
者
た
ち
、
若
者
た
ち
を
見
守
る
大

人
た
ち
、
そ
し
て
何
よ
り
、
物
語
に
度
々

映
る
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
の
住
民
た
ち
の
様

子
に
は
、
他
の
土
地
の
映
画
の
も
の
と
は

一
味
違
い
、
『
花
咲
く
港
』
の
登
場
人
物

た
ち
と
似
通
っ
た
温
も
り
と
お
お
ら
か
さ

を
感
じ
る
。

ち
な
み
に
『
藍
よ
り
青
く
』
の
脚
本
家
・

山
田
太
一
の
師
匠
は
前
述
の
木
下
惠
介
で

あ
り
、
師
弟
揃
っ
て
天
草
を
舞
台
に
し
た

作
品
を
手
掛
け
て
い
る
の
も
ま
た
面
白
い

繋
が
り
が
あ
る
。
『
花
咲
く
港
』
は
太
平

洋
戦
争
の
真
っ
只
中
に
製
作
さ
れ
、
『
藍

よ
り
青
く
』
は
１
９
７
０
年
代
前
半
に
朝

ド
ラ
と
し
て
人
気
を
博
し
映
画
化
ま
で
さ

れ
た
。
そ
し
て
『
の
さ
り
の
島
』
は
、
平

成
が
間
も
な
く
終
わ
り
新
た
な
時
代
を
迎

え
よ
う
と
い
う
２
０
１
９
年
の
始
め
頃
に

撮
影
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
時
代
も
違
え

ば
背
景
も
異
な
る
3
作
品
。

し
か
し
、
天
草
に
は
80
年
や
そ
こ
ら

で
は
変
わ
る
こ
と
の
な
い
、
土
地
と
暮
ら

す
人
が
も
っ
と
長
い
年
月
を
か
け
て
育
ん

で
き
た
風
土
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
天
草
で

映
画
を
撮
っ
た
映
画
人
た
ち
は
き
っ
と
そ

こ
に
惹
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

名
作
を
生
み
出
し
て
き
た
天
草
が
持
つ

風
土
。
そ
れ
は
天
草
で
高
校
時
代
と
い
う

青
春
の
日
々
を
過
ご
し
た
私
た
ち
の
中
に

も
存
在
し
て
い
る
。
 

こ
の
春
、
新

社
会
人
と
な
り
、

早
く
も
２
ヶ
月

が
経
と
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

大
学
院
ま
で
の
６
年
間
を
過
ご
し
た
早
稲

田
大
学
の
卒
業
式
を
迎
え
た
日
に
、
い
よ

い
よ
社
会
人
に
な
る
の
だ
な
あ
と
実
感
し

た
事
が
、
す
で
に
懐
か
し
く
思
い
返
さ
れ

ま
す
。

在
学
中
は
天
草
育
英
会
の
皆
様
に
は
お

世
話
に
な
り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

育
英
会
の
ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

何
物
に
も
代
え
難
い
、
貴
重
な
６
年
間
の

学
生
生
活
を
無
事
に
終
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
同
時
に
、
関
東
あ
ま
た
か
会
の
皆

様
に
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、

毎
回
の
集
ま
り
は
家
族
に
会
い
に
行
く
よ

う
な
気
持
ち
で
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

東
京
に
進
学
し
た
当
初
は
、
ま
さ
か
将

来
、
熊
本
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
も
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
好

き
な
故
郷
に
戻
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
挑
戦

で
き
る
場
所
が
あ
る
な
ら
と
、
決
断
し
ま

し
た
。
大
学
院
ま
で
進
学
し
て
い
な
け
れ

ば
、
こ
こ
に
は
居
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
う

と
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
が
込
み
上
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
回
も
ま
た
、
運
命
的
な
タ
イ
ミ
ン

グ
と
新
た
な
ご
縁
と
を
感
じ
な
が
ら
、
熊

本
で
楽
し
く
社
会
人
と
し
て
の
一
歩
を
歩

み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
２
５
６
名
の

同
期
や
、
台
湾
か
ら
出
向
さ
れ
て
い
る
上

司
、
同
僚
と
の
出
会
い
は
と
て
も
刺
激
的

で
、
勉
強
の
日
々
で
す
。
こ
れ
ま
で
学
ん

で
き
た
知
識
を
生
か
し
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
一
日
も
早
く
会
社
は
勿
論
の
こ
と
、

社
会
に
貢
献
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
社
内
で
は
主
に
英
語

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
中
国
語

も
た
く
さ
ん
飛
び
交
う
中
、
国
際
化
を
肌

で
感
じ
て
お
り
ま
す
。
世
界
に
通
じ
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
に
な
れ
る
よ
う
、
精
進
し
て
参

り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
益
々
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
と
も
後
輩
た
ち
が
勉
学
に

励
み
、
目
標
達
成
の
た
め
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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天
草
か
ら

産
ま
れ
た
映
画

柿
久

昌
範
（
高
65
）

右は、2021年公開「のサリの島」

左は、1973年公開「藍より青く」

東
京
天
草
育
英
会

の
恩
恵
を
受
け
て

山
崎

美
里
（
高
70
）
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天草の味「ツワ」を愛でる

松尾 弘美（高15）

春先の水も温む頃になると、庭の植木鉢の木の芽も

柔らかく芽生え、脇のツワの光沢有る大きな葉の下か

ら柔らかな産毛を纏った若芽も現れ、大好きなツワの

季節です(元は天草から届いた５、６株が娘宅と我が

家の庭に年々増えて)。30セ

ンチ程に伸びると収穫し、水

を張ったボールを準備し、皮

剥きを。手にアクが付いて黒

くなるのを防ぐ為に手をお酢

で濡らします(コレで手は黒く

ならない)。茎を弓なりに曲げ

ながら、皮が途中で切れない

で一気に下迄剥けた時の気分

の良さ。４、５センチに折り、

ボールの水の中へ。サッと硬

茹でし、アクを抜き、少量の

油で炒めて味付けし、鷹の爪

を入れキンピラ風に。次回は

お揚げと一緒に煮たり、又山

椒の葉の佃煮（これも手作り）

を入れて煮たりと味変を。子

供の頃野山でツワを取りに行

き、母が作ってくれた味を思

い出しながら、舌鼓を打ち、

至福のひと時を（たかがツワ

でも・・・）。

ひと春に３、４度収穫する事が出来るが、来年の為

に３度迄と決めている。夏になる頃、本葉となった肉

厚で光沢の有る大きな葉っぱも好きですが、野山に花

が少なくなる頃真っ黄色な花を咲かせ、やがて花が終

わると綿毛となって飛び散り、春先に1センチ位の二

葉のツワの芽が庭の一画にビッシリと芽が出ているの

を見た時、それ迄は大きくなったツワしか見たことが

無かったので感動でした。その中の数株のみが成長す

るのでしよう。他愛も無い私のツワ愛です。

我が家の庭で収穫したツワ

つわのきんぴら

おやじたちの国際貢献

松尾 和幸（高16）

私は、認定NPO法人「日本地雷処理を支援する会、JMAS（Japan

Mine Action Service）」の顧問としてボランティア活動しています。

JMASが発足したのは2001年。陸将で定年退官したD氏の所へ、JIC

Aカンボジアで勤務している元部下が来て「各国はカンボジア復興に来

ているのに、日本は来ていない。カンボジアは、未だ地雷・不発弾事故

が多く苦しんでいる。地雷・不発弾処理をやってほしい。現職時代は政

府の命令がないと海外での活動は出来なかったが、OBならできるでしょ

う」と提言され、D氏はカンボジアに現況視察に行き、現地の状況を見

ると、地雷による事故は多いが、不発弾による事故も多い。2001年に

は、不発弾による事故が多く発生していた。地雷原処理を実施するには、

地雷処理車か多数の処理要員が必要。組織もないお金もない自衛隊OBに

は無理。でも不発弾処理なら経験者も多く、少人数でできると判断。C

MAC（カンボジア地雷対策センター、政府直轄の地雷処理機関）と協力

協定を結び、2001年から1個不発弾処理チームを派遣し、パイロット

事業を開始。2002年にNPO法人JMASを設立。カンボジア政府から国

際NGOの認定を受けて、不発弾処理を開始。2004年に、3個州での不

発弾処理に拡大。ＪＭＡＳの名前は地雷処理、なぜ地雷処理を実施しな

いのかと検討し、地雷処理車はなくても、人員による地雷処理ならでき

る。それもCMAC（カンボジア地雷対策センター）の隊員でなく、住民

を雇用し、住民参加型地雷処理事業ならできると、2006年に開始。で

も残念ながら2007年1月19日地雷処理現場において地雷爆発事故が発

生、小隊長以下7名が即死。金属探知機による地雷探査は、１.5㎡幅奥

行き40㎝づつ探査・処理してゆく。1,5mの幅に皆が集まって相談した

時に爆発。爆発壕の大きさから対戦車地雷9個が同時爆発。120㎡も飛

ばされて即死した隊員もいた。住民からは住民参加型地雷処理を継続し

て欲しい。2008年、コマツの支援を得て、「安全安心な村造り」を目

指して地雷処理車により、地雷原を安

全化し、土地を開発し、道路・暗渠・

井戸を建設するともに、学校も建設。

カンボジアで始まった「おやじたちの

国際貢献」は、ラオス、アフガニスタ

ン、パキスタン、パラオ、アンゴラ、

ミクロネシアで事業を実施し、アフガ

ニスタン、パキスタン、アンゴラは終

了している。 金属探知機による地雷探査
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あましんスタジアム（天草市陸上競技場）
西田 勝年(高12）

だんだん暑さが増す頃となりました、もうすぐ６月に入

りますね。先日１学期の中間テストを乗り越え、入学式よ

り新たに天草高校の一員となった１年生たちも、そろそろ

学校生活に慣れてきているように感じます。

さて、天草高校は４月下旬に第79回目となる体育大会

を終えました。当日は朝から小雨が降っておりグラウンド

の状態も良くなく、開催を不安に思う声が多くありました

が、嬉しいことに午後からの空は晴れ晴れとしていて、無

事に体育大会を開催できるようになり、生徒も私自身もと

ても安心しました。プログラム１番のマスゲームで、最初

に伝統あるあまたか体操を天高生全員で披露しました。

あまたか体操は何十年もの間受け継がれているらしく、先

生方からその話を聞いたとき皆驚いていました。

また、閉会後色んな人からお褒めの言葉をいただき、

「自分たちで体育大会を作り上げている、という雰囲気が

出ていて良かった。」などと言っていただき、嬉しかった

です。マスゲームの他に、各クラスの素晴らしいチームワー

クが見られたクラス対抗リレーや、白熱した

竹取物語、息の揃った台風の目などが行われました。

私が最も印象に残っているのは応援団演舞で、人文字は

特に心に残りました。なかなか皆の息が合わなかったり文

字が綺麗に見えなかったりして練習時点ではとても不安だっ

たのですが、本番では演舞中にも何度も拍手が起こるほど

素晴らしい人文字を皆で作り上げることができました。こ

の体育大会を開催するにあたって、より良いものにするた

めに支えてくださった保護者の皆様や先生方、地域の方々

に改めてお礼を伝えたいと思います。心に残る体育大会に

することができて、本当に良かったです。

体育大会を終えて

天草高校 3 年 生徒会副会長 山西 陽南子
ひ な こ

天 草 便 り

天草高校便り

「あましんスタジアム」のオープンは前年の会報第45号

に掲載されました。2023年７月の供用開始以降、市内外

から競技者をはじめ、老若男女問わず、あらゆる世代の方

が多数訪れ、活力溢れるスポーツ交流で賑わっています。

こうした交流人口の増加により更なる地域の活性化が期待

され、新しく変わりゆく天草を感じます。

以下、令和５年度に当スタジアムで開催された主要大会・

イベントをご紹介します。

①九州地区大学体育大会陸上競技大会（7/15～16）

・17大学、279名の選手が参加

10個の大会新記録が樹立

②九州、県、郡市中学校駅伝競走大会

・天草郡市（10/18）、県（11/10）、九州（12/2）

・九州大会では地元本渡中学校男子が総合5位、2区間で

区間賞

③第18回天草マラソン大会（1/28）

・あましんスタジアムをスタート、ゴールとするフルマ

ラソン、ハーフマラソン、３キロの種目に約1,200人

が参加

④日本パラ陸上競技連盟によるユース強化合宿

（8/16～20）

・全国各地から12名が参加

⑤オリンピアンとの陸上教室（11/19）

・山下潤選手（東京五輪代表・短距離）と山下航平選手

（リオ五輪代表・三段跳）による陸上教室を実施

⑥オリンピアンによるラグビー教室（9/9～10）

・福岡県久留米市を活動拠点とする女子ラグビーチーム

「ナナイロプリズム福岡」によるラグビー教室を実施

約30名の小学生が参加

⑦青空フェンシング教室（2/4）

・ＡＮＡ（全日空）の社員アスリートで様々な国際大会

への出場実績のある佐々木陽菜選手から約20名の小学

生が指導を受けた

この他にも、三菱重工マラソン部や九電工陸上競技部、

マツダ陸上競技部など全国有数の実業団や県下の陸上クラ

ブによる強化合宿が実施されています。

あましんスタジアムの１キロ周回コースでは、市民の皆

さんがジョギングやウォーキングを楽しんでおられます。

天草に来られた際は、天草の

上島、下島の山々や有明海、

素晴らしい景色が見られるこ

のコースを歩いてみてはいか

がでしょうか。

（資料提供：

天草市スポーツコミッション）

九州地区大学体育大会陸上競技
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令和６年度年会費等の払込みのお願い

令和６年度年会費（2.000円）及び寄附金
納入は、同封のゆうちょ銀行の払込取扱
票をご使用ください。振込手数料は会で
負担しますので、会員の皆様は無料です。
払込取扱票には、お手数ですが住所・氏
名を記載してください。なお、上記に氏
名を記載されている方は、既に納入済で
すので、払込取扱票は同封してありませ
ん。払込みは必要ありません。

当会の振替口座は下記のとおりです

１ ゆうちょ銀行から振り込む場合

・口座記号番号：00180-6-487424
・口座名義：関東あまたか会

２．他の銀行から振り込む場合
・銀行名：ゆうちょ銀行
・口座名義：関東あまたか会
・店名（店番）：〇一九（ゼロイチキュ

ウ）店（019）
・預金種目：当座

・口座番号：0487424
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編

集

後

記

松
野

明
久
（
高
27
）

会
報
「
関
東
あ
ま
た
か
」
の
編
集
に

携
わ
る
と
、
多
く
の
先
輩
・
後
輩
の
人

生
に
ふ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ひ
と

つ
ひ
と
つ
い
た
だ
い
た
原
稿
を
読
み
な

が
ら
、
み
な
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
歩
ん
で

こ
ら
れ
た
道
に
思
い
が
い
た
り
ま
す
。

当
会
の
会
員
は
１
３
０
０
人
以
上
。

天
草
と
い
う
と
海
が
思
い
浮
か
び
ま

す
が
、
有
明
海
、
不
知
火
海
、
天
草
灘

と
ま
っ
た
く
性
質
の
異
な
る
３
つ
の
海

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
沿
っ
て
暮
ら
し

ぶ
り
が
違
い
ま
す
。
海
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
山
間
の
暮
ら
し
の
記
憶
が
多
い

方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
「
同
じ
天
草
だ

か
ら
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
記
憶
の
中

の
天
草
に
つ
い
て
も
書
い
て
い
た
だ
き

た
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
天
草
を
遠
く
離
れ
た
日
常

の
暮
ら
し
の
中
で
ふ
と
天
草
を
「
発
見
」

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
さ

さ
や
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

訃
報
の
お
知
ら
せ

こ
の
１
年
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

高
２

中
村

東
悟

様

（
令
和
５
年
９
月
）

高
５

梶
原

千
代
子

様

（
令
和
５
年
９
月
）

高
６

山
下

公
輔

様

（
令
和
５
年
12
月
）

高
９

大
塚

満

様

（
令
和
５
年
12
月
）

高
10

伊
藤

博
通

様

（
令
和
６
年
６
月
）

高
11

橋
本

光
春

様

（
令
和
５
年
10
月
）

高
15

原
田

直
豊

様

（
令
和
６
年
５
月
）

高
18

金
子

洋
志

様

（
令
和
６
年
６
月
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

ホームページについて
パソコンまたはスマホにて。Google等

の検索機能で「関東あまたか会」と入力
し、検索をクリックするとご覧になれま
す。また、スマホからは、右記の「QRコー
ド」を読み取ってご覧下さい。

会報への投稿のお願い

会報は、皆様と情報を共有できる唯一の手段です。
会報は、皆様のものです。皆様でいろんな寄稿文、写真、

絵画などを投稿して、皆様が読みたいと思える会報に育て
ましょう。
投稿先は、上記事務局長の松野明久宛にお願いします。

関東あまたか会は、あんたん会ばい 友達ば連れて来んね

素敵な音楽のひととき 天草ん懐かしか味も販売すっとよ

１ 日 時：2024年10月26日（土）12：00～15：00

２ 場 所：スクワール麹町 ３階「錦華」 千代田区麹町6-6 ☎03-3234-8739

JR四ツ谷駅下車 麴町口の目の前 徒歩約1分（会場には駐車場はありません）

３ 会 費：会員 ６千円、ご夫婦 1万円、30歳未満会員 ３千円、学生 無料

４ ご出欠のお返事は、同封の返信用葉書に、必要事項をご記入の上、9月30日（土）までにお知らせくだ

さい。ご出欠の返信後に変更が生じましたら、10月22日（火）12時までに、下記の事務局長の松野明

久までご連絡ください。

次第

受 付 11：30～12：00

総 会 12：00～12：45

記念写真 12：45～13：00

友好の集い

13：0 0～15：00

自己紹介・近況報告

長寿の祝い

（還暦・古希・喜寿・傘寿・

米寿・卒寿）

素敵な音楽のひととき

フルート演奏

みんなで踊ろう

（牛深ハイヤ節）

みんなで歌おう

（ふるさと、校歌斉唱）

２０２４（令和６）年度 関東あまたか会総会・友好の集いのご案内

イラスト：中京支部 吉田和美（高17）

天草物産品販売

あじみりん干し、手作り団子、塩あんもち、辛子れんこん、 乾燥わかめ、

あおさなどを販売予定です。

ご希望の天草物産品がありましたら、返信用はがきにてお知らせください。

連 絡 先：

事務局長 松野 明久

〒160-0007

東京都新宿区荒木町10-30-501
☎ 090-3272-4383
E-Mail:akimatsuno@mac.com


